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ナ
チ
ズ
ム
に
関
心
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
あ
る
も
の
は
さ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
ド
イ
ツ
近
代
の
専
門
家
で
す
ら
も
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヒ

ム
ラ
ー
が
親
衛
隊
の
組
織
と
し
て
組
み
込
ん
だ
こ
の
「
ゲ
ル
マ
ン
古

代
」
を
探
究
す
る
「
学
術
組
織
」
に
つ
い
て
、
耳
に
し
た
こ
と
は
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
し
、
さ
ほ
ど
の
関
心
も
抱
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
日
本
の
文
脈
に
置
い
た
場
合
、
一
〇
年
間
の
み
存
続
し
た
特
異

な
機
関
で
あ
る
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
を
歴
史
の
中
に
位
置
付
け
る
た
め

の
ま
と
ま
っ
た
情
報
を
得
る
た
め
に
は
、
オ
カ
ル
ト
人
種
論
と
い
う

観
点
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
に
至
る
思
想
史
を
描
き
出
し
た
横
山
茂
雄
『
聖

別
さ
れ
た
肉
体
』、
ナ
チ
ズ
ム
の
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
な
思
想
底
流
を

論
じ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
モ
ッ
セ
の
『
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
革
命
』
と
が
例

外
的
に
あ
る
の
み
、
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
（
１
）
。
し
か
し
今
、
私
た
ち

　
報
告
五

　
オ
カ
ル
ト
・
学
知
・
第
三
帝
国
：

　
　
カ
ー
タ
ー
『
Ｓ
Ｓ
先
史
遺
産
研
究
所
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
』
の
周
辺

書
評ミ

ヒ
ャ
エ
ル
・
Ｈ
・
カ
ー
タ
ー
（
森
貴
文
監
訳
）『
Ｓ
Ｓ
先
史
遺
産
研
究
所
ア
ー

ネ
ン
エ
ル
ベ
：
ナ
チ
ス
の
ア
ー
リ
ア
帝
国
構
想
と
狂
気
の
学
術
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
、
二
〇
二
〇
年
）

　
　
小
　
澤
　
　
　
実
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は
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
ベ
ー
ス
と
も
な
っ
た
カ
ー
タ
ー
の
モ
ノ
グ
ラ

フ
の
翻
訳
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。本
稿
で
は
、

本
書
『
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
』
の
議
論
を
軸
に
、
近
年
の
研
究
を
参
照

に
し
な
が
ら
、
本
書
の
持
つ
射
程
を
読
み
解
い
て
み
た
い
。

一
　
著
者

　
著
者
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
カ
ー
タ
ー
は
一
九
五
七
年
に
ザ
ク
セ
ン
の

ツ
ィ
ッ
タ
ウ
に
生
ま
れ
た
。
両
親
の
仕
事
の
都
合
で
カ
ナ
ダ
に
移
住

し
、
ト
ロ
ン
ト
大
学
で
歴
史
学
や
音
楽
学
を
修
め
た
。
そ
の
後
ド
イ

ツ
に
帰
国
し
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
コ
ン
ツ
ェ

の
指
導
の
も
と
一
九
六
六
年
に
博
士
論
文
を
仕
上
げ
た
。
そ
の
博
士

論
文
を
ベ
ー
ス
に
一
九
七
四
年
に
出
版
さ
れ
た
の
が
原
著
で
あ
る
（
２
）
。

ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
研
究
の
基
本
書
で
あ
る
本
書
は
そ
の
後
も
改
訂
を

重
ね
、
現
在
で
は
、
翻
訳
書
の
底
本
と
な
っ
た
改
訂
第
四
版
を
入
手

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
３
）
。

　
博
士
論
文
執
筆
後
の
一
九
六
七
年
、
カ
ー
タ
ー
は
ト
ロ
ン
ト
の
ヨ

ー
ク
大
学
に
招
か
れ
る
。
も
と
も
と
カ
ナ
ダ
で
大
学
生
活
を
送
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
英
語
も
堪
能
で
あ
っ
た
カ
ー
タ
ー
は
、
英
独
双

方
で
旺
盛
に
研
究
を
発
表
し
て
い
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
ユ
ー
ゲ
ン
ト
、
第

三
帝
国
の
医
学
、
そ
し
て
第
三
帝
国
の
音
楽
な
ど
に
関
す
る
モ
ノ
グ

ラ
フ
を
英
語
で
刊
行
し
た
カ
ー
タ
ー
は
、「
マ
イ
ケ
ル
・
ケ
イ
タ
ー
」

と
し
て
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
か
ら
第
三
帝
国
期
に
か
け
て
の
文
化
史
の

第
一
人
者
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
（
４
）
。
と
り
わ
け
、
第
三
帝
国
時

代
の
音
楽
に
関
す
る
三
部
作
は
世
評
が
高
く
、
う
ち
一
冊
は
『
第
三

帝
国
と
音
楽
家
た
ち
』
と
し
て
邦
訳
も
得
て
い
る
（
５
）

。

　
ド
イ
ツ
社
会
構
造
史
の
領
袖
で
あ
る
コ
ン
ツ
ェ
の
指
導
の
も
と
で

博
士
号
を
と
っ
た
カ
ー
タ
ー
は
、
社
会
構
造
、
行
政
制
度
、
個
人
の

人
格
と
業
績
を
緻
密
に
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
ミ
ク
ロ
を
集
積
し
て

マ
ク
ロ
を
再
現
す
る
集
合
人
物
誌
の
手
法
で
ワ
イ
マ
ー
ル
期
か
ら
第

三
帝
国
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
を
描
き
出
す
（
６
）
。
圧
倒
的
な
情
報
量
で
有

無
を
言
わ
せ
ぬ
カ
ー
タ
ー
の
筆
致
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
に
は
隆
盛
を

誇
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
学
問
や
文
化
の
あ
り
方
を
歪
め
た
ナ

チ
ズ
ム
に
対
す
る
静
か
な
怒
り
を
読
む
も
の
に
感
じ
取
ら
せ
る
。
　

二
　
梗
概

　
本
書
は
、
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
に
関
連
す
る
刊
行
資
料
並
び
に
未
刊

行
資
料
に
基
づ
い
て
、
事
実
に
事
実
を
重
ね
た
マ
ッ
シ
ヴ
な
研
究
書

で
あ
る
。
青
年
時
代
の
博
士
論
文
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
英
語
圏
の

著
作
の
よ
う
に
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
に
緩
急
を
つ
け
て
、
と
言
う
ス
タ
イ
ル

は
と
っ
て
な
い
。
要
約
と
い
う
作
業
自
体
を
拒
む
か
の
よ
う
な
、
抑

揚
を
抑
え
た
措
辞
構
成
で
も
あ
る
。
以
下
、
各
章
の
タ
イ
ト
ル
の
み

を
記
し
て
お
き
た
い
。
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第
１
章
「
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
協
会
の
創
立
　
一
九
三
五
年
」

　
第
２
章
「
初
期
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
の
学
術
研
究
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
五
―
一
九
三
七
年
」

　
第
３
章
「
拡
張
期
の
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
七
―
一
九
三
九
年
」

　
第
４
章
「
第
２
次
世
界
大
戦
ま
で
の
研
究
業
績
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
九
年
九
月
」

　
第
５
章
「
文
化
政
策
に
お
け
る
警
察
機
能
」

　
第
６
章
「
ド
イ
ツ
国
境
を
越
え
た
文
化
政
策
」

　
第
７
章
「
戦
時
下
の
学
術
研
究
」

　
第
８
章
「
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
の
軍
事
研
究
」

　
第
９
章
「
戦
時
中
の
文
化
政
策
の
強
制
的
同
一
化
措
置
」

　
第
10
章
「
危
機
」

　
第
11
章
「
望
ん
だ
も
の
と
現
実
」

三
　
特
徴
と
論
点

　
以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
、
評
者
の
関
心
と
連
関
さ
せ
た
上
で
、
本

書
の
特
徴
と
論
点
を
四
つ
提
示
し
て
お
き
た
い
。

①
個
人
と
組
織

　
本
書
は
、
個
性
あ
る
個
人
と
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
と
い
う
親
衛
隊
内

に
設
置
さ
れ
た
組
織
と
の
相
互
作
用
の
解
剖
学
と
で
も
い
う
べ
き
研

究
で
も
あ
る
。
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
と
い
う
一
つ
の
組
織
が
展
開
す
る

際
に
、
夢
想
家
で
あ
る
素
人
学
者
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ト
、
親
衛
隊

隊
長
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヒ
ム
ラ
ー
、
組
織
管
理
に
長
け
た
官
僚
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
ジ
ー
フ
ァ
ー
ス
、
博
士
号
を
持
っ
た
東
洋
学
者
ヴ
ァ
ル
タ

ー
・
ヴ
ュ
ス
ト
と
い
っ
た
立
役
者
ら
の
反
目
と
協
力
が
一
つ
の
軸
と

な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
カ
ー
タ
ー
は
、
そ
の
展
開
の
動
力
を
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
の

内
部
の
み
に
止
め
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
第
三
帝
国
内
で
対

抗
組
織
と
な
っ
た
、ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
る
「
ロ

ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
機
関
」
や
学
位
と
学
識
を
盾
に
必
ず
し
も
ア
ー
ネ
ン

エ
ル
ベ
に
協
力
的
と
は
言
え
な
い
大
学
組
織
と
の
緊
張
関
係
も
大
い

に
関
わ
っ
て
く
る
（
７
）
。
一
見
す
る
と
、
ヒ
ム
ラ
ー
の
夢
想
を
莫
大
な
資

金
を
も
と
に
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
は
、
親
衛
隊

の
組
織
内
権
力
を
盾
に
自
由
に
振
る
舞
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
錯
覚

さ
せ
る
が
、
現
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
と
も
す
れ
ば
、
興
味
本
位
で

オ
カ
ル
ト
的
な
側
面
に
注
目
が
行
き
が
ち
な
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
は
、

あ
く
ま
で
第
三
帝
国
の
官
僚
機
構
の
中
で
、
一
定
の
命
令
系
統
、
ス

タ
ッ
フ
、
資
金
と
い
う
枠
組
み
を
堅
持
し
な
が
ら
稼
働
し
て
い
た
現

実
の
組
織
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
莫
大
な
資
金
が
投
下
さ
れ
て
い

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
充
分
に
読
み
取
れ
る
も
の
の
、
組
織
全
体
の
財

務
状
況
と
そ
の
資
金
を
組
織
内
の
活
動
に
ど
の
よ
う
に
振
り
分
け
た
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の
か
の
全
体
図
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
（
一
組
織
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
に
）
当
然
と
言

え
ば
当
然
の
理
解
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
も
ま
た
、

第
三
帝
国
の
官
僚
機
構
の
中
で
自
ら
の
存
在
意
義
を
常
に
探
し
続
け

て
い
た
組
織
と
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
対
象
で
あ
る
こ
と
を
、
本

書
を
読
み
通
す
こ
と
で
理
解
で
き
る
。		



②
古
代
へ
の
憧
景

　
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
は
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ト
の
夢
想
、
権
力
者

で
あ
る
ヒ
ム
ラ
ー
の
妄
想
、一
応
の
学
知
を
お
さ
め
た
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・

ヴ
ュ
ス
ト
の
野
心
な
ど
が
合
流
し
た
と
こ
ろ
に
成
立
し
た
擬
似
学
術

組
織
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
接
点
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
自
身
も
理
想
と
す

る
「
北
方
人
種
」
に
よ
る
世
界
支
配
を
「
学
問
的
に
」
担
保
す
る
「
ゲ

ル
マ
ン
古
代
」
に
対
す
る
憧
憬
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ー
ネ
ン
エ

ル
ベ
に
よ
る
「
ゲ
ル
マ
ン
古
代
」
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
曲
解
し

た
、半
ば
妄
想
と
し
て
の
あ
り
も
し
な
い
素
人
の
想
像
世
界
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
歪
ん
だ
古
代
は
、
厳
密
に
学
問
上
の
手
続
き
を
へ
た
事

実
と
そ
れ
に
基
づ
い
て
再
構
成
さ
れ
た
歴
史
像
に
背
を
向
け
、「
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
過
去
」
を
求
め
る
当
時
の
人
々
の
思
想
の
あ
り
方

を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
が
成
立
す
る
背
景
に
、
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
以
来

の
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
か
つ
エ
ゾ
テ
リ
ッ
シ
ュ
な
思
想
潮
流
の
あ
っ
た

こ
と
は
、
す
で
に
モ
ッ
セ
、
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
＝
ク
ラ
ー
ク
、
横
山
の

著
書
な
ど
で
適
切
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
８
）
。
ア
ー
リ
ア
人
至
上
主
義
を

支
え
る
ナ
チ
ズ
ム
に
至
る
オ
カ
ル
ト
思
想
研
究
そ
の
も
の
は
、
そ
の

後
も
進
展
を
見
て
い
る
（
９
）
。
以
下
で
は
、「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
過
去
」

と
い
う
観
点
で
、
オ
カ
ル
ト
研
究
と
は
異
な
る
方
向
の
研
究
の
展
開

を
上
げ
て
お
き
た
い
。

　
一
つ
は
、
ナ
チ
ズ
ム
の
支
配
者
層
の
歴
史
意
識
を
明
ら
か
に
す
る

方
向
で
あ
る
。
一
つ
の
転
換
点
は
オ
ズ
ワ
ル
ト
・
ク
ロ
ル
『
ナ
チ
ズ

ム
の
歴
史
思
想
』
で
あ
る（
（1
（

。
本
書
で
は
、
書
評
対
象
書
と
も
大
き
く

関
わ
る
ヒ
ト
ラ
ー
、
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
、
ダ
レ
ー
、
ヒ
ム
ラ
ー
、
ゲ

ッ
ベ
ル
ス
ら
の
歴
史
思
想
を
各
種
資
料
か
ら
再
現
し
、
必
ず
し
も
歴

史
の
専
門
教
育
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
組
織
改
編
や
諸

政
策
に
対
し
意
思
決
定
可
能
な
人
物
が
、
ど
の
よ
う
な
「
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ヴ
な
過
去
」
を
持
ち
得
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
を
可
能

と
し
て
い
る
。『
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
』
で
は
、
組
織
成
立
当
初
に
お

け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
素
人
で
あ
る
ヴ
ィ
ル
ト
と
ヒ
ム
ラ
ー
の
思
想
的
対

立
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
な
お
か
つ
ヒ
ム
ラ
ー
の
「
古
代
趣
味
」

に
対
し
て
ヒ
ト
ラ
ー
は
一
顧
だ
に
し
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い

る
。
個
人
的
な
好
悪
の
感
情
や
組
織
内
に
お
け
る
利
害
関
係
も
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
対
立
要
因
の
根
底
の
一
つ
と
し
て
、

こ
れ
ら
意
思
決
定
者
が
持
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
「
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ヴ
な
過
去
」
を
め
ぐ
る
相
違
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
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ー
リ
ア
人
言
説
に
基
づ
く
生
存
圏
や
最
終
解
決
と
い
う
悲
惨
な
現
実

を
招
来
し
た
、
権
力
者
と
そ
の
権
力
作
用
に
影
響
を
与
え
る
「
プ
ラ

ク
テ
ィ
カ
ル
・
パ
ス
ト
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
そ
う
し
た
「
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
過
去
」
の
創
造
と
普
及
の
一
端
を
担
っ
た
ア
ー
ネ
ン

エ
ル
ベ
と
い
う
組
織
の
展
開
を
見
る
た
め
に
も
必
須
の
検
討
課
題
で

も
あ
る（
（1
（

。

　
も
う
一
つ
は
、ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
に
関
わ
っ
た
「
学
者
」
ら
の
「
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
過
去
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
点
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
は
従
来
の
オ
カ
ル
ト
思
想
研
究
で

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
著
作
の
一
部
か
ら
特

徴
的
な
文
言
を
抽
出
す
る
「
存
在
の
大
い
な
る
連
鎖
」
と
い
う
観
念

史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
生
活
実
態
を
伴
う
個
人
の

思
想
と
し
て
分
析
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
『
ア
ー

ネ
ン
エ
ル
ベ
』
の
よ
う
に
、
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
を

と
る
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
個
人
の
伝
記
的
検
討
が
必
須
と

な
る
。
し
か
し
、
手
記
や
著
作
を
も
と
に
個
人
伝
記
を
再
現
す
る
古

典
的
手
法
で
、
こ
の
よ
う
な
二
流
、
三
流
ど
こ
ろ
か
学
問
的
価
値
の

な
い
個
人
の
伝
記
に
時
間
を
割
く
こ
と
は
さ
ほ
ど
の
意
義
が
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
理
由
で
、
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
に
関
わ
っ
た
「
学
者
」

ら
の
著
作
は
、
ハ
ン
ス
・
ヘ
ル
ビ
ガ
ー
の
「
宇
宙
氷
説
」
な
ど
の
一

部
を
除
き
、
十
分
に
検
討
さ
れ
な
い
状
態
で
放
置
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
し

か
し
例
え
ば
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ト
を
対
象
と
し
た
久
保
田
浩
の

論
考
は
、
こ
の
素
人
学
者
の
持
つ
「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
過
去
」
が

同
時
代
の
文
脈
で
持
ち
う
る
射
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
う
点

で
、
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
研
究
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
る
手
が
か
り
を
得

る
こ
と
が
で
き
る（
（1
（

。

③
ナ
チ
ズ
ム
と
学
問
　
ハ
イ
タ
ブ
発
掘
と
ル
ー
ン
学
を
中
心
に

　
②
で
は
「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
過
去
」
を
求
め
る
素
人
学
者
に
つ

い
て
の
可
能
性
を
論
じ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
対
照
的
に
、
ア
ー
ネ
ン

エ
ル
ベ
に
関
わ
っ
た
専
門
家
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
て
お
き
た
い
。

具
体
的
に
は
、先
史
学
者
の
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
ヤ
ン
ク
ー
ン
（
一
九
〇
五

―
九
〇
）
と
ル
ー
ン
学
者
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ク
ラ
ウ
ゼ
（
一
八
九
五

―
一
九
七
〇
）
で
あ
る
。

　
キ
ー
ル
大
学
教
授
の
先
史
考
古
学
教
授
で
あ
っ
た
ヤ
ン
ク
ー
ン

は
、
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
に
所
属
し
た
学
者
の
中
で
は
最
も
権
威
あ
る

学
者
の
一
人
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
で
再
発

見
さ
れ
た
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
の
交
易
地
ハ
イ
タ
ブ
（
デ
ン
マ
ー
ク

名
ヘ
ゼ
ビ
ュ
ー
）
の
発
掘
責
任
者
で
あ
っ
た
ヤ
ン
ク
ー
ン
は
、
ア
ー

ネ
ン
エ
ル
ベ
か
ら
資
金
を
調
達
し
、
そ
の
発
掘
成
果
を
ア
ー
ネ
ン
エ

ル
ベ
叢
書
の
一
つ
と
し
て
刊
行
し
た（
（1
（

。
第
五
Ｓ
Ｓ
装
甲
師
団
ヴ
ィ
ー

キ
ン
グ
に
も
所
属
し
た
ナ
チ
シ
ン
パ
で
あ
っ
た
ヤ
ン
ク
ー
ン
は
、
戦

後
一
旦
公
職
追
放
を
受
け
た
も
の
の
、
公
職
追
放
が
解
け
た
の
ち

は
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
先
史
考
古
学
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
収
ま
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っ
た（
（1
（

。
ヤ
ン
ク
ー
ン
の
主
著
で
あ
る
ハ
イ
タ
ブ
研
究
、定
住
史
研
究
、

戦
後
彼
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
『
ゲ
ル
マ
ン
古
代
学
事
典
第

二
版
』、
初
期
中
世
の
交
易
叢
書
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
ア
ー
ネ
ン
エ

ル
ベ
時
代
の
成
果
を
ベ
ー
ス
に
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、今
な
お
、

当
該
分
野
に
お
い
て
最
初
に
紐
解
く
べ
き
研
究
で
あ
る（
（1
（

。

　
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
ク
ラ
ウ
ゼ
は
、
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
の
資

金
を
利
用
し
な
が
ら
、
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
の
ル
ー
ン
部
門
を
担
当
し

た
研
究
者
で
あ
る
。
ナ
チ
ズ
ム
や
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
と
ル
ー
ン
文
字

と
の
関
係
は
、
ア
ル
マ
ー
ネ
ン
・
ル
ー
ン
と
い
う
、
ル
ー
ン
文
字
の

歴
史
的
解
釈
と
は
相
入
れ
な
い
偽
ル
ー
ン
を
創
造
し
た
「
ヒ
ム
ラ
ー

の
ラ
ス
プ
ー
チ
ン
」
マ
リ
ア
・
ヴ
ィ
リ
グ
ー
ト
に
関
心
が
集
ま
り
が

ち
で
あ
る
が（
（1
（

、
官
僚
組
織
の
制
度
的
枠
内
で
研
究
助
成
対
象
と
な
っ

て
い
た
の
は
大
学
教
員
で
あ
っ
た
ク
ラ
ウ
ゼ
で
あ
る
。
戦
後
、彼
は
、

戦
時
中
に
収
集
し
た
デ
ー
タ
と
写
真
を
も
と
に
、
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
ヤ

ン
ク
ー
ン
と
と
も
に
、
古
フ
サ
ル
ク
に
よ
る
ル
ー
ン
碑
文
の
カ
タ
ロ

グ
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
現
在
で
も
最
初
に
参
照
さ
れ
る
カ
タ
ロ
グ

で
あ
り
、
ク
ラ
ウ
ゼ
に
よ
る
ル
ー
ン
文
字
の
研
究
組
織
は
戦
後
世
界

最
大
の
ル
ー
ン
文
字
研
究
組
織
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る（
（1
（

。
他
方

で
戦
時
中
、
ク
ラ
ウ
ゼ
の
学
問
上
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
ギ
ー
セ
ン

大
学
の
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ア
ル
ン
ツ
（
一
九
一
二
―
二
〇
〇
七
）
は
、

ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
の
対
抗
機
関
で
も
あ
る
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
機
関
か

ら
の
援
助
を
受
け
て
、
ル
ー
ン
文
字
の
研
究
を
行
な
っ
て
い
た（
（1
（

。
ア

ル
ン
ツ
も
ま
た
、
現
在
な
お
利
用
さ
れ
続
け
て
い
る
ル
ー
ン
石
碑
の

カ
タ
ロ
グ
並
び
に
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
る（
（2
（

。

　
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ヤ
ン
ク
ー
ン
や
ク
ラ
ウ
ゼ
が

戦
中
に
積
極
的
に
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
と
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
倫
理

的
問
題
で
は
な
く（
（2
（

、
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
の
資
金
を
利
用
し
て
学
術
的

価
値
の
高
い
成
果
を
残
し
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
ア
ー
ネ
ン
エ

ル
ベ
の
学
者
は
、
二
流
や
素
人
が
多
数
を
占
め
て
い
た
と
は
い
え
、

中
に
は
ヤ
ン
ク
ー
ン
や
ク
ラ
ウ
ゼ
の
よ
う
な
研
究
能
力
で
同
時
代
や

後
世
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
学
者
も
い
た
。
学
問
と
戦
争
協
力
の

問
題
は
そ
れ
と
し
て
重
要
な
学
問
的
対
象
で
あ
る
が
、
第
三
帝
国
下

で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
全
て
の
学
問
が
停
滞
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
カ
ー
タ
ー
は
「
伝
統
的
な
手
法
に
よ
っ
て
真
理
を
追
求
し
て

き
た
学
問
は
、
未
知
の
真
理
を
即
座
に
発
見
す
る
よ
う
な
え
せ
学
問

に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
ほ
ど
脆
弱
で
は
な
か
っ
た
」
と
も
述
べ
る（
（2
（

。

む
し
ろ
「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
過
去
」
と
直
結
す
る
ゲ
ル
マ
ン
研
究

や
中
世
研
究
は
進
展
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い（
（2
（

。

④
本
書
が
出
版
さ
れ
る
文
脈

　
最
後
に
、本
書
が
刊
行
さ
れ
る
文
脈
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

監
訳
者
が
「
本
書
は
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
初
の
学
術
翻
訳
書
の
刊
行
だ
そ

う
で
あ
る
」
と
後
書
き
し
、ま
た
、担
当
編
集
者
の
小
澤
祥
子
が
『
ユ

リ
イ
カ
』
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
は
本
書
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の
よ
う
な
博
士
論
文
を
も
と
に
し
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
刊
行
を
予
期
さ

れ
る
よ
う
な
出
版
社
で
は
な
か
っ
た（
（2
（

。
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
は
「
主
と
し

て
徳
間
書
店
の
「
超
知
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
、「
超
☆
ス
ピ
」

シ
リ
ー
ズ
、「
五
次
元
文
庫
」
シ
リ
ー
ズ
、
そ
の
ほ
か
船
井
幸
雄
、

井
沢
元
彦
、
茂
木
健
一
郎
、
竹
内
薫
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ル
フ
ォ

ー
ド
、
さ
く
ら
も
も
こ
関
連
の
書
籍
を
輩
出
し
て
き
た
」
石
井
健
資

が
二
〇
一
〇
年
四
月
に
独
立
し
て
立
ち
上
げ
た
出
版
社
で
あ
る（
（2
（

。
現

在
の
主
力
商
品
も
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
系
と
称
さ
れ
る
書
籍
・
物
品
・

企
画
で
あ
り
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
持
つ
出
版
社

か
ら
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
実
の
と
こ

ろ
、
本
書
に
引
き
続
き
、
報
告
四
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
、
イ
ギ
リ
ス

の
魔
術
史
研
究
者
オ
ー
ウ
ェ
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
よ
る
『
ス
ー
パ
ー

ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ウ
ォ
ー
』
も
刊
行
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。

　
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
が
、
必
ず
し
も
会
社
の
売
り
上
げ
に
貢
献
す
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
研
究
書
を
、
膨
大
な
脚
注
も
含
め
て
刊
行
す
る
こ

と
は
、
出
版
不
況
に
喘
ぐ
学
術
出
版
社
の
現
状
を
思
え
ば
、
寿
ぐ
べ

き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
訳
者
ら
に
よ
る
真
摯
な
努
力
と
編
集
者

の
小
澤
の
手
腕
も
あ
っ
て
、
本
書
も
『
ス
ー
パ
ー
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ウ

ォ
ー
』
も
、高
い
水
準
の
学
術
書
と
し
て
の
体
裁
を
保
っ
て
い
る
し
、

膨
大
な
役
職
名
を
伴
う
硬
質
の
原
文
も
一
般
人
で
も
十
分
に
読
み
こ

な
せ
る
訳
文
と
な
っ
て
い
る
。「
第
三
帝
国
の
文
化
政
策
に
対
す
る

貢
献
」
と
い
う
副
題
が
「
ナ
チ
ス
の
ア
ー
リ
ア
帝
国
構
想
と
狂
気
の

学
術
」
と
い
う
、
や
や
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
も
の
に
置
き
換
え
ら

れ
て
い
る
と
し
て
も
、
内
容
は
損
な
わ
れ
て
い
な
い
（
凡
例
に
「
ほ

ぼ
全
訳
」
と
あ
る
の
は
気
に
な
る（
（2
（

。
原
著
と
比
べ
て
組
織
図
が
簡
略

化
さ
れ
て
い
る
の
は
見
て
取
れ
る
が
、
そ
の
他
の
箇
所
は
対
照
さ
せ

て
な
い
の
で
評
者
に
は
ど
こ
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な

い
）。
か
つ
て
「
シ
オ
ン
の
議
定
書
」
の
歴
史
的
研
究
の
基
本
書
で

あ
る
歴
史
家
ノ
ー
マ
ン
・
コ
ー
ン
の
著
書
が
抄
訳
で
刊
行
さ
れ
た
状

況
を
思
え
ば
、
本
書
の
値
段
が
一
万
円
近
く
に
な
る
と
し
て
も
、
学

術
成
果
を
保
持
す
る
立
場
か
ら
見
れ
ば
良
心
的
で
あ
る
と
す
ら
言
え

る
だ
ろ
う（
（2
（

。

　
他
方
で
、
担
当
編
集
者
の
小
澤
が
「
と
き
ど
き
他
社
さ
ん
で
も
明

ら
か
に
カ
ラ
ー
が
違
う
本
が
飛
び
出
る
の
を
お
見
受
け
し
ま
す
。
硬

派
な
学
術
出
版
社
か
ら
超
古
代
史
を
出
す
ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
」
と
皮
肉
を
述
べ
る
よ
う

に
、
従
来
学
術
出
版
社
と
し
て
信
頼
を
重
ね
て
き
た
書
肆
が
、
学
術

的
価
値
の
担
保
さ
れ
な
い
書
籍
を
刊
行
す
る
状
況
も
出
来
し
て
い

る（
（2
（

。
商
業
出
版
社
が
購
買
層
の
排
外
感
情
を
す
く
い
と
っ
て
時
流
に

乗
っ
た
出
版
物
を
刊
行
す
る
こ
と
は
時
と
し
て
見
ら
れ
る
事
態
で
あ

る
が（
（3
（

、
学
術
出
版
社
が
、
論
争
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
し
て
一
旦
そ
の
よ
う
な
本
を
出
し
て
し
ま
え
ば
従
来

築
い
て
き
た
ブ
ラ
ン
ド
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
い
う
の
は
特
異
な
状
況
で
あ
る
か
も
し
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れ
な
い
。
こ
れ
を
単
純
に
出
版
不
況
ゆ
え
に
売
れ
る
本
を
作
っ
た
と

だ
け
理
解
す
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
正
し
く
は
な
い
。
一
応
は
リ
ベ
ラ

ル
な
立
場
が
尊
重
さ
れ
た
「
戦
後
民
主
主
義
」
が
担
保
し
て
き
た
言

説
空
間
が
別
の
か
た
ち
に
組
み
替
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
念
頭
に

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
一
九
七
四
年
の
原
著
初
版
刊
行
か
ら
四
〇
年
以
上
経
っ
て
の
翻
訳

刊
行
で
あ
る
が
、
本
書
の
内
容
は
全
く
古
び
て
い
な
い
。
古
び
て
い

な
い
ど
こ
ろ
か
、
先
ほ
ど
述
べ
た
四
つ
の
観
点
か
ら
は
、
本
書
を
出

発
点
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に
掘
り
進
め
ら
れ
る
べ
き
内
容
で
あ
る
。

他
言
語
に
翻
訳
さ
れ
た
の
は
本
書
が
初
め
て
で
あ
ろ
う
し
、
他
言
語

で
カ
ー
タ
ー
の
著
書
に
比
肩
す
べ
き
内
容
を
持
つ
研
究
書
も
な
い
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
私
た
ち
は
、
英
語
圏
や
フ
ラ
ン
ス
語
圏
よ

り
も
、
こ
の
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
に
関
わ
る
問
題
系
に
つ
い
て
、
専
門

家
以
外
で
も
よ
り
深
く
正
確
に
考
え
る
参
照
軸
を
得
た
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
こ
の
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
と
も

人
脈
上
関
係
で
あ
る
で
あ
ろ
う
、
そ
し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
比
較
対

象
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
帝
国
日
本
に
お
け
る
学
術
行
政
、
人
種
・

民
族
論
、
日
独
関
係
な
ど
論
じ
る
点
は
多
い（
（3
（

。
編
集
者
小
澤
に
よ
る

熱
意
、
訳
者
ら
に
よ
る
専
門
家
と
し
て
の
訳
業
、
版
元
に
よ
る
刊
行

を
労
い
寿
ぐ
と
共
に
、
本
書
が
ナ
チ
ズ
ム
の
専
門
家
に
限
る
こ
と
な

く
、
積
極
的
に
読
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
願
う
。
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註（１
）
ジ
ョ
ー
ジ
・
モ
ッ
セ
（
植
村
和
秀
訳
）『
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
革
命
：

ド
イ
ツ
民
族
主
義
か
ら
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
へ
』（
柏
書
房
、一
九
九
八
年
）;

横
山
茂
雄
『
増
補
聖
別
さ
れ
た
肉
体
：
オ
カ
ル
ト
人
種
学
と
ナ
チ
ズ
ム
』

（
二
〇
二
〇
年
、
創
元
社
、
原
著
は
一
九
九
〇
年
、
書
肆
風
の
薔
薇
）。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
全
体
像
と
し
て
、
ダ
ス
テ
ィ
ー
・
ス
ク
ラ
ー

（
山
中
真
智
子
訳
）『
神
々
と
獣
た
ち
：
ナ
チ
・
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
の
謎
』

（
大
陸
書
房
、
一
九
八
八
年
）
も
参
照
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
探
検
の
観

点
か
ら
現
在
に
ま
で
連
綿
と
続
く
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
の
影
響
を
紹
介

し
た
文
献
と
し
て
、
浜
本
隆
史
『
ナ
チ
ス
と
隕
石
仏
像
：
Ｓ
Ｓ
チ
ベ
ッ

ト
探
検
隊
と
ア
ー
リ
ア
神
話
』（
集
英
社
新
書
、
二
〇
一
七
年
）。

（
2
）M

ichael H
. K

ater, D
as „Ahnenerbe“  der SS 1935–1945. 

E
in B

eitrag zur K
ulturpolitik des D

ritten R
eiches , 

Stuttgart, D
eutsches Verlag-Anstalt, 1974.

（
3
）
出
版
社
の
Ｈ
Ｐ
で
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
と
な
っ
て
い
る
（https://

w
w

w
.degruyter.com

/view
/title/318765

）。

（
4
）
以
下
、
単
著
の
み
挙
げ
て
お
く
。
一
九
八
三
年
以
降
の
著
作

は
英
語
で
執
筆
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
翻
訳
さ
れ
て
ド
イ

ツ
語
圏
に
「
逆
輸
入
」
さ
れ
て
い
る
。Studentenschaft und 

R
echtsradikalism

us in D
eutschland (1918–1933). E

ine 
sozialgeschichtliche S

tudie zur B
ildungskrise in der 

W
eim

arer R
epublik . H

am
burg, H

offm
ann und C

am
pe, 

1975; The N
azi Party. A

 Social Profile of M
em

bers and 
Leaders 1919–1945 , C

am
bridge, M

ass., H
arvard U

P, 
1983; D

octors under H
itler , C

hapel H
ill, U

niversity of 
N

orth C
arolina Press, 1989; D

ifferent D
rum

m
ers. Jazz 

in the C
ulture of N

azi G
erm

any , O
xford, O

xford U
P, 

1992; The Tw
isted M

use. M
usicians and Their M

usic in 
the Third R

eich , O
xford, O

xford U
P, 1997; C

om
posers 

of the N
azi E

ra: E
ight Portraits , O

xford, O
xford U

P, 
2000; H

itler Y
outh, C

am
bridge , M

ass, H
arvard U

P, 
2004; N

ever Sang for H
itler: The Life and Tim

es of Lotte 
Lehm

ann, 1888–1976,  C
am

bridge, Cam
bridge U

P, 2008; 
W

eim
ar. From

 E
nlightenm

ent to the Present , N
ew

 H
aven, 

Yale U
P, 2014; C

ulture in N
azi G

erm
any , N

ew
 H

aven, 
Yale U

P, 2019.

（
5
）
マ
イ
ケ
ル
・
Ｈ
・
ケ
イ
タ
ー
（
明
石
政
紀
訳
）『
第
三
帝
国
と
音
楽

家
た
ち
：
歪
め
ら
れ
た
音
楽
』（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ー
タ
、
二
〇
〇
三
年
）。

原
著
はThe Tw

isted M
use. M

usicians and Their M
usic in 

the Third R
eich,  1997

で
あ
る
。
後
書
き
に
よ
れ
ば
、D

ifferent 
D

rum
m

ers

とC
om

posers of the N
azi E

ra

と
合
わ
せ
た
ナ
チ

ズ
ム
期
音
楽
三
部
作
を
全
訳
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
今
に
至
る
ま

で
実
現
は
し
て
い
な
い
。

（
6
）
コ
ン
ツ
ェ
の
社
会
構
造
史
に
つ
い
て
は
Ｗ
・
コ
ン
ツ
ェ
『
ド
イ
ツ

国
民
の
歴
史
：
中
世
か
ら
現
代
ま
で
』（
創
文
社
、
一
九
七
七
年
）
を

参
照
。
コ
ン
ツ
ェ
を
含
む
戦
後
ド
イ
ツ
歴
史
学
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
は
、
ゲ
ァ
ハ
ル
ト
・
リ
ッ
タ
ー
（
早
島
瑛
訳
）「
新
し
い
ド
イ
ツ

の
社
会
史
」『
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
紀
要
』
五
六
、一
九
八
八
年
、

一
―
一
八
頁
。

（
7
）
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ク
＝
ロ
タ
ー
ル
・
ク
ロ

ル
（
小
野
清
美
・
原
田
一
美
訳
）『
ナ
チ
ズ
ム
の
歴
史
思
想
：
現
代
政

治
の
理
念
と
実
践
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）、
八
四
―
一
二
六
頁

を
参
照
。
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
思
想
と
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

阿
部
善
彦
「「
神
秘
主
義
：M

ystik

」
と
い
う
ロ
ー
レ
ラ
イ
の
幻
想
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オ
カ
ル
ト
・
学
知
・
第
三
帝
国
（
小
澤
）

　
―
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
『
二
十
世
紀
の
神
話
』、
南
原
繁
、
西
谷
啓
治

の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
解
釈
か
ら
の
検
討
―
」『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』

二
六
七
、（
二
〇
一
七
年
）、
一
〇
五
―
一
三
五
頁
。

（
8
）N

icholas G
oodrick-Clarke, The O

ccult R
oots of N

azism
, 

London, Tauris, 2011(1985).

（
9
）
横
山
茂
雄
「
三
十
年
後
の
あ
と
が
き
」『
増
補
聖
別
さ
れ
た
肉

体
』、
三
三
一
―
三
四
四
頁
を
参
照
。
と
り
わ
け
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ

運
動
に
つ
い
て
の
研
究
は
ド
イ
ツ
語
圏
の
歴
史
学
と
宗
教
学
で
進
展

し
て
い
る
。
そ
れ
も
含
め
て
近
年
の
動
向
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
の
は
、

Julian Stube, “N
azism

 and the occult”, in: C
hristopher 

Partridge (ed.), The O
ccult W

orld , London, R
outledge, 

2015, pp. 336-347.

（
10
）
ク
ロ
ル
『
ナ
チ
ズ
ム
の
歴
史
思
想
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
11
）「
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
パ
ス
ト
」
の
あ
り
方
と
実
践
に
つ
い
て
は
、

本
特
集
の
松
原
に
よ
る
レ
ヴ
ュ
ー
を
参
照
。
そ
こ
で
批
評
さ
れ
て
い

る
書
籍
に
加
え
て
、
北
條
勝
貴
編
『
療
法
と
し
て
の
〈
歴
史
〉』（
森

話
社
、
二
〇
二
〇
年
）
も
参
照
。

（
12
）Christina W

essely, “K
arriere einer W

eltanschauung. D
ie 

W
elteislehre 1894–1945”, Zeitgeschichte , 6(2006), pp. 

3-22.

（
13
）
久
保
田
浩
「
ナ
チ
ズ
ム
期
の
〈
古
代
〉
表
象
の
形
成
―
Ｈ
・
ヴ
ィ

ル
ト
の
〈
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
母
権
制
〉
論
を
め
ぐ
っ
て
」
平
藤
喜
久

子
編
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
聖
な
る
も
の
／
古
代
な
る
も
の
』（
北
海
道
大

学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
）、
二
一
九
―
二
四
四
頁
。

（
14
）H

erbert Jankuhn, H
aithabu – eine germ

anische Stadt 
der Frühzeit . N

eum
ünster, W

achholtz, 1937.

（
15
）
彼
の
ナ
チ
ズ
ム
に
対
す
る
協
力
に
つ
い
て
は
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
後
継
者

の
ハ
イ
コ
・
ス
ト
イ
ヤ
ー
を
始
め
と
し
て
す
で
に
多
く
の
研
究
が
あ

る
。D
irk M

ahsarski, H
erbert Jankuhn (1905–1990). E

in 
deutscher Prähistoriker zw

ischen nationalsozialistischer 
Ideologie und w

issenschaftlicher O
bjektivität , Leidorf, 

R
ahden, W

estf. 2011; H
eiko Steuer, “H

erbert Jankuhn 
– SS-K

arriere und U
r- und F

rühgeschichte“, in: 
H

artm
ut L

ehm
ann and O

tto G
erhard O

exle (eds.), 
N

ationalsozialism
us in den K

ulturw
issenschaften . B

and 
1: Fächer, M

ilieus, K
arrieren . Vandenhoeck &

 Ruprecht, 
G

öttingen 2004, pp. 447–529.

（
16
）
ハ
イ
タ
ブ
研
究
は
、
初
版
で
は
副
題
が
「
初
期
時
代
の
ゲ
ル

マ
ン
都
市
（eine germ

anische Stadt der Frühzeit

）」
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
は
「
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
の
交

易
地
（ein H

andelsplatz der W
ikingerzeit

）」
と
置
き
換
え

ら
れ
て
い
る
。W

olfgang K
rause, und H

erbert Jankuhn, 
D

ie R
uneninschriften im

 älteren F
uthark , 2

vols. 
G

öttingen, V
andenhoeck &

 R
uprecht, 1966; H

erbert 
Jankuhn, H

einrich B
eck, H

ans K
uhn, K

urt R
anke und 

Reinhard W
enskus (eds.), R

eallexikon der G
erm

anischen 
Altertum

skunde , 35vols., B
erlin -N

ew
 York D

e G
ruyter, 

1973–2007; U
ntersuchungen zu H

andel und V
erkehr 

der vor- und frühgeschichtlichen Zeit in M
ittel- und 

N
ordeuropa , 6vols. G

öttingen, V
andenhoeck &

 R
uprecht, 

1985-95.
（
17
）
ヴ
ィ
リ
グ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
横
山
『
聖
別
さ
れ
た
肉
体
』、

二
一
五
―
二
二
三
頁
。
オ
カ
ル
テ
ィ
ス
ト
の
著
作
で
あ
る
が
、

Stephen Flow
ers and M

ichale M
oynihan, T

he Secret 
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K
ing. The M

yth and R
eality of the N

azi O
ccultism

, Feral 
H

ouse, 2007. 

フ
ラ
ワ
ー
ズ
は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
で
博
士
号
を

取
得
し
た
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
で
も
あ
る
。

（
18
）
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
ル
ー
ン
文
字
研
究
室
の
教
授
ポ
ジ

シ
ョ
ン
継
承
者
で
あ
る
ク
ラ
ウ
ス
・
デ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
は
、
ク
ラ

ウ
ゼ
の
研
究
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
現
在
入
手
し
う
る
最
高
の
ル
ー

ン
文
字
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
刊
行
し
た
。K

laus D
üw

el, 
und R

obert N
edom

a, R
unenkunde , 5

ed., B
erlin, 

M
etzler, 2021. 

ま
た
こ
の
研
究
室
の
歴
史
に
関
し
て
は
、K

laus 
D

üw
el, “R

unenforschung in G
öttingen”, in H

istorica 
A

rchaeologica (R
G

A
-E

 70), B
erlin -N

ew
 Y

ork, D
e 

G
ruyter, 2006, pp. 623-660.

（
19
）
第
三
帝
国
に
お
け
る
ル
ー
ン
研
究
に
つ
い
て
は
、U

lrich 
H

unger, D
ie R

unenkunde im
 D

ritten R
eich: E

in 
B

eitrag zur W
issenschafts- und Ideologiegeschichte des 

N
ationalsozialism

us , Frankfurt am
 M

ain, 1984.

（
20
）H

elm
uth A

rntz m
it H

ans Zeiss, D
ie einheim

ischen 
R

unendenkm
äler des Festlandes , Leipzig, H

arrassow
itz, 

1939; H
elm

uth A
rntz, H

andbuch der R
unenkunde . 2. 

A
uflage. H

alle &
 Saale, N

iem
eyer, 1944

（
21
）
膨
大
な
研
究
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
し
あ
た
り
、
ペ
ー
タ
ー
・

シ
ェ
ッ
ト
ラ
ー
（
木
谷
勤
・
小
野
清
美
・
芝
健
介
訳
）『
ナ
チ
ズ
ム

と
歴
史
家
た
ち
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）;

ハ
ン
ス

＝
ヘ
ニ
ン
グ
・
コ
ー
テ
ュ
ー
ム
（
三
佐
川
亮
宏
訳
）「
オ
ッ
ト
ー
・

ブ
ル
ン
ナ
ー
と
ナ
チ
ズ
ム
―
「
時
代
を
巧
み
に
く
ぐ
り
抜
け
て
き
ま

し
た
―
（
上
）（
中
）（
下
）」」『
思
想
』
一
一
三
六
（
二
〇
一
八
年
）、

一
一
〇
―
一
三
一
頁
、
一
一
三
八
（
二
〇
一
九
年
）、
六
八
―
八
七
頁
、

一
一
四
二
（
二
〇
一
九
年
）、
一
二
七
―
一
四
三
頁
。

（
22
）
カ
ー
タ
ー
『
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
』、
六
六
〇
頁
。

（
23
）
例
え
ば
パ
ー
シ
ー
・
エ
ル
ン
ス
ト
・
シ
ュ
ラ
ム
の
中
世
シ
ン
ボ

ル
研
究
の
研
究
は
、
第
三
帝
国
期
の
シ
ン
ボ
ル
研
究
の
推
進
に

よ
り
大
き
な
成
果
を
残
し
た
。D

avid Thim
m

e, Percy E
rnst 

Schram
m

 und das M
ittelalter , G

öttingen, V
andenhoeck 

&
 Ruprecht, 2003

な
ど
を
参
照
。
ま
た
東
方
植
民
研
究
に
つ
い
て

は
、
千
葉
敏
之
「
閉
じ
ら
れ
た
辺
境
：
中
世
東
方
植
民
史
研
究
の
歴

史
と
現
在
」『
現
代
史
研
究
』
四
九
（
二
〇
〇
三
年
）、
一
―
二
三
頁
。

（
24
）
小
澤
祥
子
「
ト
ン
デ
モ
と
学
術
の
狭
間
か
ら
」『
偽
書
の
世
界
』、

二
四
八
―
二
五
一
頁
。

（
25
）https://w

w
w

.hikaruland.co.jp/abouts/

（
26
）
オ
ー
ウ
ェ
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
江
口
之
隆
訳
『
ス
ー
パ
ー
ナ
チ
ュ

ラ
ル
・
ウ
ォ
ー
―
第
一
次
世
界
大
戦
と
驚
異
の
オ
カ
ル
ト
・
魔
術
・

民
間
信
仰
』（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
27
）『
ア
ー
ネ
ン
エ
ル
ベ
』、
六
頁
。

（
28
）
ノ
ー
マ
ン
・
コ
ー
ン
（
内
田
樹
訳
）『
ユ
ダ
ヤ
人
世
界
征
服
陰
謀
の

神
話
』（
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
セ
ラ
ー
ズ
、
一
九
九
一
年
）。

（
29
）
小
澤
「
ト
ン
デ
モ
と
学
術
の
狭
間
か
ら
」、
二
四
九
頁
。

（
30
）
前
川
一
郎
編
『
教
養
と
し
て
の
歴
史
問
題
』（
東
洋
経
済
新
社
、

二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。

（
31
）
例
え
ば
、
岡
正
雄
と
ド
イ
ツ
語
圏
の
民
族
学
研
究
と
い
う
接
点
に

触
れ
る
以
下
の
研
究
な
ど
は
、
本
書
が
も
っ
と
早
く
刊
行
さ
れ
て
い

れ
ば
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
坂
野
徹
『
帝
国
日
本
と
人
類
学
者
　
一
八
八
四
―
一
九
五
四
』

（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）;

中
生
勝
美
『
近
代
日
本
の
人
類
学
史
：

帝
国
と
植
民
地
の
記
憶
』（
風
響
社
、二
〇
一
六
年
）;

清
水
雅
大
『
文



－  92  －－  92  －

オ
カ
ル
ト
・
学
知
・
第
三
帝
国
（
小
澤
）

化
の
枢
軸
：
戦
前
日
本
の
文
化
外
交
と
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
』（
九
州
大
学

出
版
会
、二
〇
一
八
年
）。
中
生
の
次
の
論
考
も
参
照
。
中
生
勝
美「
民

族
研
究
所
の
構
想
と
「
民
族
研
究
講
座
」」
共
同
研
究
「
第
二
次
大
戦

中
お
よ
び
占
領
期
の
民
族
学
・
文
化
人
類
学
グ
ル
ー
プ
編
『
国
際
常

民
文
化
研
究
叢
書
一
一
「
民
族
研
究
講
座
」
講
義
録
』（
神
奈
川
大
学

常
民
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
）、
三
五
五
―
三
七
四
頁
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）


